
評価マニュアルの体系及び基準

○評価体系
・各事業の特性を表す評価指標を設け、事業実施の目的、効果及び条件を客観的に
数値化し、視点毎に合計する。

評価基準、判断基準○
・評価指標毎の合計点により下記のとおり区分するものが評価基準、またその結果
を組み合わせて事業の可否を決定する判断基準。

評価基準（評価視点毎の合計点数）

位置づけ 必要性・効果 実施環境

Ａ 点以上 点以上 点以上80 80 80

Ｂ ～ 点未満 ～ 点未満 ～ 点未満60 80 60 80 60 80

Ｃ 点未満 点未満 点未満60 60 60

判断基準（評価基準の組み合わせ）

ﾗﾝｸ 整備方針 評価の組み合わせ

AAA AABⅠ 優先的に事業を実施 、

ABB BBBⅡ 事業を実施 、

AAC ABCⅢ 新規着手を見合わせる 、
ACC BBC BCC CCC、 、 、

(評価視点) (評価項目) (評価指標) 配点

位置づけ 例）整備・事業計画等 ・

（県の施策や役割

に対する評価） ・ 計100点

評価　

・ Ａ～Ｃ

必要性・効果 例)費用対効果(B/C) ・

（現状・課題・効果

に対する評価） ・

計100点

・ 評価　

Ａ～Ｃ

・

実施環境 例)地元の状況 ・

（実施するための条件

に対する評価） ・ 計100点

評価　

・ Ａ～Ｃ


